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内
訳
で
は
農
林
公
庫
資
金
（
農
業
関
係
）
二
兆
四

千
億
円（
構
成
比
三
七
％
）、
農
業
改
良
資
金
一
千

億
円（
二
％
）、
農
協
系
統
資
金
（
近
代
化
資
金
等

を
含
む
）
二
兆
六
千
億
円
（
四
〇
％
）、
一
般
民
間

資
金
一
兆
円
三
千
億
円（
二
一
％
）と
な
っ
て
い
る
。

　

同
表
で
み
る
と
、
農
林
公
庫
資
金
等
の
制
度
資

金
の
割
合
が
少
な
く
と
も
過
半
を
超
え
て
い
る
よ

う
に
、
農
業
金
融
に
お
い
て
は
制
度
金
融
の
ウ
ェ

イ
ト
が
高
い
。
主
要
な
制
度
資
金
を
時
系
列
で
み

る
と
、
農
林
公
庫
資
金
は
八
七
年
に
三
兆
九
千
億

円
、
農
業
改
良
資
金
は
九
三
年
に
一
七
百
億
円
、

近
代
化
資
金
は
八
一
年
に
一
兆
三
千
億
円
と
、
そ

れ
ぞ
れ
残
高
の
ピ
ー
ク
を
つ
け
た
後
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。
ま
た
近
年
で
は
、
三
者
と
も
各
年
度
の

一 　
　
は
じ
め
に

　・
　

本
稿
の
課
題
で
あ
る
農
業
金
融
、
と
り
わ
け
制

度
金
融
は
、
こ
れ
ま
で
も
農
政
の
展
開
方
向
に
よ

っ
て
変
貌
を
遂
げ
て
き
た
が
、「
国
際
化
」「
農
業

へ
の
市
場
原
理
の
導
入
促
進
」
と
い
っ
た
大
き
な

政
策
の
転
換
期
を
迎
え
る
な
か
で
、
そ
の
役
割
、

機
能
、
仕
組
み
等
が
今
後
大
き
く
変
化
し
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
農
業
金
融
の
現

状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
将
来
像
の
ラ
フ
な
ス
ケ
ッ

チ
を
行
い
、
最
後
に
農
業
専
門
金
融
機
関
と
し
て

の
Ｊ
Ａ
の
役
割
に
つ
い
て
も
若
干
触
れ
て
み
た
い
。

二 　
　
農
業
金
融
の
現
状

　・
　

農
業
金
融
を
担
う
主
た
る
資
金
に
は
、
財
政
資

金
を
原
資
と
す
る
農
林
公
庫
資
金
（
一
九
五
三
年

創
設
）、
農
業
改
良
資
金
（
五
六
年
）
と
、
民
間
資

金
を
原
資
と
す
る
農
業
近
代
化
資
金
（
六
一
年
）、

農
協
プ
ロ
パ
ー
資
金
が
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
農
業

金
融
と
は
、
直
接
農
業
生
産
に
か
か
る
金
融
を
意

図
し
て
い
る
が
、
今
日
で
は
制
度
金
融
の
融
資
対

象
に
加
工
・
流
通
、
農
村
の
環
境
整
備
、
保
健
機

能
増
進
、
観
光
農
業
関
連
等
の
資
金
も
含
ま
れ
る

よ
う
に
な
り
、
厳
密
な
意
味
で
の
農
業
資
金
は
統

計
上
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
農
業
金
融
に
か
か
る
九
九
年
度
末
の
主

要
資
金
別
の
農
業
貸
出
金
残
高
（
表
参
照
）
を
み

る
と
、
残
高
合
計
は
約
六
兆
四
千
億
円
で
、
そ
の

貸
付
枠
、
利
子
補
給
枠
を
か
な
り
下
回
る
融
資
実

行
額
で
推
移
し
て
い
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
財
政
事
情
の
悪
化
も
あ
る
が
、

八
〇
年
以
降
の
長
期
農
業
不
況
が
あ
る
。
七
〇
年

代
後
半
以
降
の
農
産
物
価
格
の
低
迷
等
に
よ
る
農

業
所
得
の
不
振
は
、
農
家
の
投
資
負
担
能
力
と
投

資
意
欲
を
大
き
く
低
下
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
な
か

で
、
農
業
資
金
需
資
は
農
林
公
庫
資
金
等
の
制
度

資
金
に
シ
フ
ト
し
、
農
協
プ
ロ
パ
ー
資
金
に
よ
る

農
業
貸
出
の
伸
び
悩
み
の
背
景
と
も
な
っ
た
。

　

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
制
度
金
融
の
変
化
の

特
徴
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
大
づ
か
み
で
い
え

ば
、
第
一
は
融
資
対
象
が
拡
大
さ
れ
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。
と
く
に
農
林
公
庫
資
金
の
よ
う
に
、
農

村
環
境
整
備
や
保
健
・
医
療
施
設
、
家
畜
市
場
、

バ
イ
オ
関
連
施
設
等
が
加
わ
っ
て
き
て
い
る
。

　

第
二
は
、
新
設
資
金
や
資
金
使
途
が
追
加
さ
れ

る
度
に
、
資
金
種
類
の
重
複
・
複
雑
化
が
進
行
し

た
た
め
、
借
入
者
に
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
使
い

や
す
い
制
度
に
統
合
・
総
合
化
が
行
わ
れ
た
。
六

八
年
の
「
総
合
資
金
制
度
」
の
創
設
を
は
じ
め
、

八
五
年
に
は
農
林
公
庫
資
金
を
中
心
と
す
る
制
度

金
融
の
大
統
合
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

第
三
は
、
事
業
資
金
の
大
規
模
化
に
伴
な
う
貸

付
限
度
額
や
融
資
率
の
引
き
上
げ
に
加
え
て
、
貸

付
内
容
の
重
層
化
・
総
合
化
の
進
展
で
あ
る
。
例

え
ば
、
九
四
年
に
創
設
さ
れ
た
「
経
営
体
育
成
総

合
融
資
制
度
（
ス
ー
パ
ー
総
合
資
金
制
度
）」
は
、

そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

　

第
四
は
、
融
資
促
進
措
置
の
手
法
と
し
て
、
従

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト 
①①

農
業
金
融
の
将
来
像
を
考
え
る

農
業
金
融
の
将
来
像
を
考
え
る

主要資金別農業貸出残高（１９９９年度末）
（単位：１０億円、％）

構成比残　高資金種類原　資
３７�２２�３８０農林公庫資金財　政

資　金 １�７１０７農業改良資金
４０�４２�５８９農協系統資金
１０�３６５９うち近代化資金（１２月）
１�５１００　畜産特別資金
０�２１０　天災資金（１２月末）
２８�４１�８２０　その他（一部制度資金含）
２０�７１�３２９一　般　民　間　資　金
１００�０６�４０５合　　　　　　計

資料：農林水産省、日銀「経済統計月報」、農林中
金総研資料等。

（注）農協系統資金の「その他」には、畜産特別資金、天
災資金以外の制度資金を一部含み、かつ農業貸
出の割合は、農中総研の資料から推定して算出。
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来
の
国
、
県
等
か
ら
の
利
子
補
給
に
加
え
て
、
金

融
機
関
へ
の
低
利
預
託
金
制
度
や
、
新
た
な
基
金

造
成
と
そ
こ
か
ら
の
利
子
補
給
等
、
融
資
促
進
措

置
の
多
様
化
も
進
展
し
た
。
ま
た
、
農
業
信
用
保

証
保
険
制
度
に
つ
い
て
も
、
補
助
金
か
ら
融
資
と

い
っ
た
流
れ
の
な
か
で
、
保
証
対
象
の
拡
大
等
、

制
度
の
拡
充
が
図
ら
れ
て
き
た
。

三 　
　
規
制
緩
和
と
農
業
金
融

　・
　

金
融
自
由
化
を
は
じ
め
と
す
る
規
制
緩
和
の
影

響
が
、農
業
金
融
、と
り
わ
け
制
度
金
融
に
も
徐
々

に
浸
透
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
一

年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
財
政
投
融
資
改
革
は
、

財
政
資
金
を
原
資
と
す
る
制
度
金
融
に
少
な
か
ら

ず
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
同
改
革
は
、

財
投
制
度
に
市
場
原
理
を
導
入
し
、
調
達
・
運
用

の
逆
ザ
ヤ
の
解
消
圧
力
等
、
財
投
機
関
の
経
営
の

効
率
化
を
そ
の
狙
い
と
し
て
い
る
。
と
は
い
う
も

の
の
、
多
く
の
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
制
度
金
融
を
は
じ
め
と
す
る
公
的

金
融
分
野
は
、「
一
般
金
融
機
関
が
融
通
す
る
こ
と

を
困
難
」
と
す
る
分
野
に
「
長
期
且
つ
低
利
」
で

資
金
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
仮
に
逆
ザ
ヤ
が
解
消
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

民
間
金
融
機
関
が
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、

何
も
公
的
金
融
が
カ
バ
ー
す
る
必
要
は
な
く
、
い

わ
ば
論
理
矛
盾
が
含
ま
れ
て
い
る
。
要
は
公
的
金

融
の
対
象
を
無
限
定
的
に
拡
大
・
肥
大
化
さ
せ
る

の
で
な
く
、
公
共
の
目
的
に
か
な
う
対
象
な
ら
び

に
政
策
コ
ス
ト
と
誘
導
効
果
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
最
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
情
報
の
公
開

を
行
い
、
専
門
家
・
機
関
等
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を

経
て
、
そ
れ
が
国
民
的
な
合
意
を
得
ら
れ
る
か
否

か
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

と
同
時
に
、
よ
り
効
率
的
な
資
金
の
供
給
体
制
、

仕
組
み
づ
く
り
も
併
せ
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
す
で
に
多
く
の
識
者
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

豊
富
な
資
金
を
有
す
る
農
協
系
統
資
金
の
活
用
も

そ
の
一
つ
で
あ
る
。
活
用
の
方
法
も
、
利
子
補
給

に
限
ら
ず
様
々
な
ス
キ
ル
の
駆
使
に
よ
っ
て
、
よ

り
効
率
的
な
資
金
の
供
給
が
可
能
と
な
ろ
う
。

四 　
　
農
業
金
融
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
の
役
割
を
考
え
る

　・
　

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
農
協
系
統
の
農
業
融
資
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
第
一
は
、
制
度
金

融
の
多
く
が
農
協
系
統
を
実
質
的
な
窓
口
と
し
て

い
る
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
農
業
経

営
の
実
態
を
把
握
し
、
従
来
の
技
術
指
導
を
超
え

た
経
営
相
談
、
指
導
を
は
じ
め
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
を
的
確
に
把
握
し
、
経

営
の
あ
り
方
や
将
来
方
向
に
資
す
る
情
報
提
供
等

を
可
能
と
さ
せ
る
。
そ
う
し
た
機
能
・
体
制
面
の

強
化
は
、
農
業
融
資
強
化
の
前
提
条
件
と
な
ろ
う
。

　

第
二
は
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
下

で
の
農
業
融
資
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
。
例
え

ば
「
食
料
」
に
つ
い
て
は
、
食
の
安
全
性
を
踏
ま

え
つ
つ
、
広
域
、
地
場
の
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
、

生
産
か
ら
加
工
・
流
通
、
消
費
、
さ
ら
に
は
資
源

循
環
ま
で
を
一
つ
の
食
料
シ
ス
テ
ム
（
フ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
）
と
し
て
捉
え
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ

う
。
現
在
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
農
協
系
統
の
組
織

再
編
に
あ
っ
て
も
、
指
導
・
経
済
・
信
用
事
業
の

連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
と

り
わ
け
、
地
産
地
消
と
い
っ
た
地
場
レ
ベ
ル
で
の

取
り
組
み
や
、
ア
グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
関
連
へ
の
融

資
と
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
「
農
業
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
地
域
の
実
態
を

踏
ま
え
た
農
業
の
担
い
手
育
成
と
そ
の
た
め
の
地

域
農
業
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
最
大
の
課
題
と
な
ろ

う
。
ま
た
、
環
境
へ
の
負
荷
を
考
慮
し
た
、
持
続

的
か
つ
循
環
型
の
農
業
を
ど
う
構
築
し
て
い
く
か
、

さ
ら
に
多
面
的
な
機
能
の
維
持
、
発
展
を
具
体
的

に
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
で
あ
る
。
公
的
金
融
分

野
に
お
け
る
公
共
的
・
基
本
的
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

に
加
え
て
、
地
域
農
業
を
活
き
活
き
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
に
責
任
を
持
つ
農
協
独
自
の
取

り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
。

　
「
農
村
」
に
つ
い
て
は
、
公
的
金
融
分
野
の
役

割
が
大
き
い
と
は
い
え
、
農
業
を
中
心
と
し
た
安

心
し
て
く
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
は
、
農
業
振

興
の
基
盤
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
地

域
資
源
の
維
持
管
理
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
、
医
療
・
介
護
の
拡
充
等
、
こ
れ
ら
の
分
野
は

農
業
振
興
と
関
連
づ
け
つ
つ
幅
広
い
視
点
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
岩
手
県
下
の
あ
る
Ｊ
Ａ
で
は
、
中
山

間
地
域
へ
の
直
接
支
払
い
に
関
し
て
集
落
協
定
に

基
づ
く
事
業
へ
の
つ
な
ぎ
資
金
の
融
資
（
自
治
体
、

Ｊ
Ａ
の
利
子
補
給
、
交
付
金
見
合
い
）
を
行
な
っ

て
い
る
。
手
間
暇
も
か
か
り
、
一
件
当
た
り
は
小

口
の
融
資
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
協
の
農

業
融
資
を
考
え
る
う
え
で
の
示
唆
に
富
む
好
事
例

の
一
つ
と
い
え
よ
う
。　
　
　
　

（
木
原　

久
）
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